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（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
  
 本論文は、インドネシアからの分離運動が続くパプア地方において、民主化・分権化
後、中央政府と地方政府は、先住民パプア人の慣習的権利（adat）を法的に承認するこ
とでパプア人との宥和に努める姿勢を示しつつ、政府の理解に沿った慣習的権利の実践
を押し付けて土地の収奪（land grabbing）に邁進するポリティクスをメラウケ総合食
糧・エネルギー農園での事例をもとに鮮明に描いた力作である。 
 本論文の学術的意義は次の4点である。第一に、治安上の問題を理由に政府の調査許
可を取得できない外国人研究者にとってパプアにおける調査は大変困難であり、フィー
ルドワークに基づく実証研究は乏しい。NGOの報告書はあるが長期的なスパンでの学術
的研究は少ない。そうしたなか、本論文は村レベルでの調査も踏まえた実証研究となっ
ており、世界的にも貴重な学術的貢献となっている。 
 第二に、先住民共同体の慣習的権利の要求では法的承認が決定的に重要だという議論
が一般的にある中で、本論文はパプアを事例として、法的承認は慣習的権利の実現を図
るための第一歩であり、それだけで慣習的権利が尊重されるわけではないことを説得的
に論じている。 
 第三に、中央政府、地方政府とパプア社会との関係を見る上で、パプア人にとって極
めて重要な慣習的権利に着目し、政府が換骨奪胎的に慣習的権利を理解してパプア社会
に押し付けることでパプア社会の分断を生み、それがひいては分離運動を弱体化させて
いるという重要な指摘をしている。 
 第四に、80年代から先住民の権利を尊重する道具としてNGOが導入し始めた参加型地
図づくりがパプアでも慣習地の境界などを確定するために利用されていることに触れ、
パプアにおいては必ずしも村落住民の多数が参加しているわけでもなく、また、近隣村
の住民の参加もないことがあり、一部の村民だけの合意で慣習地の境界を記した地図が
できてしまっている。この地図の正当性が乏しいことから、村民間、村落間の対立を招
いているという矛盾、更には、政府と企業による土地の収奪に拍車をかけているという
矛盾を見事に描き出している。 
 このように、本論文は、インドネシアのパプアにおける政治、パプアを巡る政治につ
いて優れた研究となっており、また、インドネシアに限らず、先住民の権利をめぐる政
治を理解する上でも貴重な研究となっている。 
 よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成29年2月21日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と
認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
  
 
